
凡　　例

i

凡
　
　
例

一　

本
全
集
は
現
存
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
全
著
作
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

一　

著
作
の
配
列
は
基
本
的
に
Ｉ
・
ベ
ッ
カ
ー
の
編
纂
し
た
「
ベ
ル
リ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
版
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
」（A

ristotelis 

opera ex recensione Im
m
anuelis Bekkeri; edidit A

cadem
ia Regia Borussica, Berolini, 1831-70

）の
第
一
巻
、
第
二

巻
に
準
拠
し
、
そ
の
後
に
『
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
』（
一
八
九
一
年
初
公
刊
）と
逸
失
著
作
か
ら
の
「
断
片
集
」
を
追
録
し
た
。

一　

各
著
作
に
は
個
別
の
「
凡
例
」
を
付
し
、
底
本
そ
の
他
、
当
該
著
作
に
固
有
の
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
。

一　

各
著
作
に
は
「
目
次
」
の
後
に
訳
者
が
作
成
し
た
「
内
容
目
次
」
を
付
し
た
。

一　

各
著
作
本
文
の
欄
外
上
部
の
算
用
数
字
は
ベ
ッ
カ
ー
版
の
対
応
頁
数
、
ａ
は
そ
の
左
欄
、
ｂ
は
そ
の
右
欄
で
あ
る
こ
と
を
、
ま

た
ａ
、
ｂ
の
後
の
算
用
数
字
は
一
〇
行
ご
と
の
お
よ
そ
の
対
応
行
数
を
示
す
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
著
作
の
箇
所
指
示
は
、
著
作

名
・
巻
・
章
の
後
に
こ
の
頁
数
な
ど
を
付
す
こ
と
に
よ
る
（
例
、
『
自
然
学
』
第
三
巻
第
六
章206a14

）
。
た
だ
し
『
ア
テ
ナ
イ
人

の
国
制
』
と
「
断
片
集
」
に
つ
い
て
は
当
該
巻
（
第
一
九
巻
、
第
二
〇
巻
）の
「
凡
例
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一　

本
文
の
改
行
は
必
ず
し
も
底
本
に
従
わ
ず
、
内
容
に
応
じ
て
適
宜
訳
者
が
行
っ
た
。
ま
た
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
場
合
に

応
じ
て
本
文
中
に
箇
条
書
き
の
記
号
を
使
用
し
た
り
、
（　

）や
傍
点
、
「　

」
や
、―

な
ど
の
記
号
を
、
適
宜
訳
者
が
補
足
し

た
り
し
て
い
る
。

一　

本
文
中
の
〔　

〕は
、
訳
者
に
よ
る
文
意
の
補
足
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
『　

』
は
著
作
名
を
示
す
た
め
に
使
用
し
た
。



ii
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一　

ギ
リ
シ
ア
語
カ
ナ
表
記
に
あ
た
っ
て
は
、
φ
、
χ
、
θ
を
そ
れ
ぞ
れ
π
、
κ
、
τ
と
区
別
し
な
い
。
母
音
の
長
短
は
普
通
名
詞

に
お
い
て
の
み
区
別
し
、
固
有
名
詞
で
は
原
則
と
し
て
音
引
き
を
省
略
し
た
（
例
、
ピ
ロ
ソ
ピ
ア
ー
、
プ
ラ
ト
ン
）
。
ま
たου

は

普
通
名
詞
の
場
合
の
み
音
引
き
表
記
す
る
が
（
例
、
ヌ
ー
ス
）
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
も
若
干
の
場
合
は
慣
用
に
従
っ
た
（
例
、
ム

ー
サ
）
。

一　

各
著
作
の
「
注
」
や
「
解
説
」
で
文
献
を
参
照
す
る
際
に
は
次
項
の
要
領
で
略
記
し
、
当
該
著
作
の
「
解
説
」
の
最
後
に
掲
げ

る
文
献
表
で
書
誌
を
示
し
た
。

一　

近
現
代
の
著
作
を
参
照
す
る
場
合
に
は
著
者
名
と
当
該
頁
数
を
（
同
一
著
者
に
よ
る
複
数
著
作
を
区
別
す
る
場
合
は
著
者
名
に

出
版
年
を
添
え
た
）
、
古
注
の
場
合
に
は
当
該
頁
数
お
よ
び
行
数
を
示
し
た
。
古
注
の
略
称
や
略
号
な
ど
は
書
誌
の
末
尾
に
示
し

た
。
た
だ
し
注
釈
書
や
翻
訳
に
つ
い
て
は
対
応
箇
所
を
特
定
し
に
く
い
場
合
に
限
っ
て
頁
数
等
を
明
記
し
た
。

一　

必
要
に
応
じ
て
「
補
注
」
を
作
成
し
、
各
著
作
本
文
の
後
に
付
し
た
。

一　

各
巻
末
に
は
、
各
著
作
ご
と
に
固
有
名
詞
お
よ
び
主
要
概
念
、
重
要
語
に
つ
い
て
の
簡
略
な
「
索
引
」
を
付
し
た
。
な
お
別
巻

と
し
て
「
総
索
引
」
を
作
成
す
る
。
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凡
　
　
例

一　

翻
訳
の
底
本
と
し
て
と
し
て
用
い
た
の
は
、
次
の
書
物
で
あ
る
。

　

Ross, W
.D
. 1959. A

ristotelis A
rs rhetorica. O

xford.

一　

注
に
登
場
す
るSpengel

は
解
説
末
尾
の
文
献
表
に
お
け
るSpengel, L. 1867

を
、K

assel

はK
assel, R. 1976

を
、K

en-

nedy

はK
ennedy, G. A

. 1991

を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。
ま
たGrim

aldi

は
、
第
一
巻
に
つ
い
て
はGrim

aldi, W
. M
. A
. 

1980

を
、
第
二
巻
に
つ
い
て
は
同1988

を
指
す
。
ま
たRaderm

acher, L. 1951

をA
S

の
略
号
で
示
す
。

一　

記
号
そ
の
他
の
使
用
は
、
全
集
共
通
の
凡
例
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
う
。

一　

D
iels, H

., und W
. K
ranz. 1951-52

6. D
ie Fragm

ente der V
orsokratiker. 3  Bde. Berlin

の
参
照
指
示
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
メ
リ
ッ
ソ
ス
「
断
片
」30B1-4, B7 D

K

の1-4

と7 

は
断
片
番
号
を
、
ま
た
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
「
断
片
」28B8, 50-61 

D
K

の8 

は
断
片
番
号
、50-61

は
行
数
を
示
す
。
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凡
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一　

翻
訳
の
底
本
と
し
て
と
し
て
用
い
た
の
は
、
次
の
書
物
で
あ
る
。

　

Ross, W
.D
. 1959. A

ristotelis A
rs rhetorica. O

xford.

一　

注
に
登
場
す
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は
解
説
末
尾
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文
献
表
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お
け
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を
、K

assel
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en-

nedy
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ennedy, G. A
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そ
れ
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れ
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。
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たGrim
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、
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はGrim

aldi, W
. M
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を
、
第
二
巻
に
つ
い
て
は
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を
指
す
。
ま
たRaderm

acher, L. 1951

をA
S

の
略
号
で
示
す
。

一　

記
号
そ
の
他
の
使
用
は
、
全
集
共
通
の
凡
例
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
う
。

一　

D
iels, H

., und W
. K
ranz. 1951-52

6. D
ie Fragm

ente der V
orsokratiker. 3  Bde. Berlin

の
参
照
指
示
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
メ
リ
ッ
ソ
ス
「
断
片
」30B1-4, B7 D

K

の1-4

と7 

は
断
片
番
号
を
、
ま
た
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
「
断
片
」28B8, 50-61 

D
K

の8 

は
断
片
番
号
、50-61

は
行
数
を
示
す
。
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目
　
　
次
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例

全
巻
の
構
成

本
文
の
内
容
目
次

第
一
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
非
樋

第
二
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
非
微

第
三
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
樋
微

補　
　

注 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
飛
備

解　
　

説
（
備
枇
備

）

索　
　

引
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弁　論　術

全
巻
の
構
成

序
論　

技
術
と
し
て
の
弁
論
術
（
第
一
巻
第
一
章
）

第
一
部　

証
し
立
て

　

総
論　

弁
論
術
の
定
義
（
第
一
巻
第
二
章
）

　

Ａ
「
種
別
的
な
論
拠
」
に
基
づ
く
証
し
立
て
　―

　

「
価
値
」
へ
の
同
意
に
依
拠
す
る
説
得

　
　

α
言
説
に
よ
る
証
し
立
て
〈
そ
の
一
〉

　
　
　

序
論　

弁
論
の
三
類
別
（
第
一
巻
第
三
章
）

　
　
　

1
善
・
悪
に
関
す
る
命
題
〈
審
議
〉（
第
一
巻
第
四―

八
章
）

　
　
　

2
美
・
醜
に
関
す
る
命
題
〈
演
示
〉（
第
一
巻
第
九
章
）

　
　
　

3
正
・
不
正
に
関
す
る
命
題
〈
訴
訟
〉（
第
一
巻
第
一
〇―

一
四
章
）

　
　
　

付
論　

技
術
に
よ
ら
な
い
証
し
立
て
（
第
一
巻
第
一
五
章
）

　
　

β
人
柄
お
よ
び
感
情
に
よ
る
証
し
立
て

　
　
　

序
論
（
第
二
巻
第
一
章
）
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1
感
情
に
関
す
る
命
題
（
第
二
巻
第
二―

一
一
章
）

　
　
　

2
性
格
に
関
す
る
命
題

　
　
　
　

年
齢
に
応
じ
た
傾
向
（
第
二
巻
第
一
二―

一
四
章
）

　
　
　
　

境
遇
に
応
じ
た
傾
向
（
第
二
巻
第
一
五―

一
七
章
）

　
　

γ
言
説
に
よ
る
証
し
立
て
〈
そ
の
二
〉

　
　
　

序
論　

議
論
の
総
括
お
よ
び
見
通
し
（
第
二
巻
第
一
八
章
）

　
　
　
「
三
類
に
共
通
す
る
項
目
」
に
関
す
る
命
題
（
第
二
巻
第
一
九
章
）

　

Ｂ
汎
用
性
の
あ
る
証
し
立
て―

議
論
の
「
型
」
に
依
拠
す
る
説
得

　
　

α
例
示
（
第
二
巻
第
二
〇
章
）

　
　

β
想
到
法

　
　
　

1
格
言
（
第
二
巻
第
二
一
章
）

　
　
　

2
想
到
法
に
お
け
る
二
つ
の
手
法―

「
命
題
選
択
」
と
「
汎
用
の
論
法
」（
第
二
巻
第
二
二
章
）

　
　
　

3
汎
用
の
論
法
（
第
二
巻
第
二
三
章
）

　
　
　

4
見
せ
か
け
の
想
到
法
に
属
す
る
論
法
（
第
二
巻
第
二
四
章
）

　
　
　

5
想
到
法
の
解
消
（
第
二
巻
第
二
五
章
）

　
　
　

付
論　

想
到
法
の
「
主
題
」
と
「
論
法
」
の
違
い
（
第
二
巻
第
二
六
章
）



8

弁　論　術

第
二
部　

語
り
方

　

総
論
（
第
三
巻
第
一
章
）

　
　
　

1
語
り
方
の
美
質

　
　
　
　

文
を
構
成
す
る
諸
要
素
　―

　

比
喩
そ
の
他
の
語
彙
に
つ
い
て
（
第
三
巻
第
二―

四
章
）

　
　
　
　

「
純
正
さ
」
、
「
厚
み
」
、
「
ふ
さ
わ
し
さ
」（
第
三
巻
第
五―

七
章
）

　
　
　

2
語
り
の
綾

　
　
　
　

リ
ズ
ム
、
掉
尾
文
（
第
三
巻
第
八―

九
章
）

　
　
　

3
洗
練
さ
れ
た
表
現
（
第
三
巻
第
一
〇―

一
二
章
）

第
三
部　

構
成

　

総
論
（
第
三
巻
第
一
三
章
）

　

緒
言
、
中
傷
へ
の
対
処
、
叙
述
、
証
し
立
て
、
質
問
、
結
語
（
第
三
巻
第
一
四―

一
九
章
）
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本
文
の
内
容
目
次

　

第
一
巻　

証
し
立
て

第
一
章　

技
術
と
し
て
の
弁
論
術 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
非
簸

第
二
章　

弁
論
術
の
定
義
・
論
証
的
な
証
し
立
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
飛
飛

第
三
章　

弁
論
の
三
類
別 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
樋
簸

第
四
章　

審
議
の
対
象
と
な
る
善
・
悪 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
樋
毘

第
五
章　

幸
福
と
そ
の
諸
部
分 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
簸
簸

第
六
章　

善
い
も
の 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
備
避

第
七
章　

よ
り
大
き
な
善
な
い
し
は
益 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
備
尾

第
八
章　

国
制
の
四
種
と
そ
の
目
的 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
尾
尾

第
九
章　

美
・
醜
、
徳
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
尾
枇

第
一
〇
章　

正
・
不
正 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
微
枇

第
一
一
章　

快　
　

楽 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
枇
簸

第
一
二
章　

不
正
を
行
う
者
と
こ
う
む
る
者 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
毘
非

第
一
三
章　

不
正
行
為
の
分
類 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
毘
枇
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弁　論　術

第
一
四
章　

よ
り
大
き
な
不
正 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
避
樋

第
一
五
章　

技
術
に
よ
ら
な
い
証
し
立
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
避
尾

　

第
二
巻　

証
し
立
て
（
続
き
）

第
一
章　

話
者
の
人
柄
と
聴
き
手
の
感
情 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
非
枇

第
二
章　

怒　
　

り 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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弁　論　術

第　

一　

章

　

弁
論
術
は
問
答
法
と
呼
応
す
る
関
係
に
あ
）
1
（

る
。
す
な
わ
ち
両
者
が
扱
う
の
は
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
あ
る
意
味
で
万
人
に
開
か
れ

て
お
り
、
い
か
な
る
特
定
の
学
に
も
属
さ
な
い
よ
う
な
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ひ
と
は
誰
し
も
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
こ
の
二

つ
の
術
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
誰
で
あ
れ
、
議
論
を
吟
味
し
た
り
擁
護
し
た
り
、
あ
る
い
は
弁
明
も
し
く
は
告
発
す
る
こ
と
に
、

一
定
の
範
囲
で
携
わ
る
も
の
だ
か
）
2
（

ら
。

　

さ
て
そ
こ
で
、
世
間
の
多
く
は
、
場
当
た
り
的
に
、
も
し
く
は
身
に
付
い
た
習
慣
を
頼
り
に
そ
れ
ら
を
こ
な
す
。
そ
の
両
方
が
許

容
さ
れ
る
以
上
、
同
じ
こ
と
を
方
法
に
則
し
て
行
う
こ
と
も
ま
た
、
可
能
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
慣
れ
を
頼
り
と
す
る
者

た
ち
、
お
よ
び
成
り
ゆ
き
任
せ
で
そ
れ
を
行
う
者
た
ち
が
、
い
っ
た
い
何
に
よ
っ
て
目
的
を
遂
げ
る
の
か
、
そ
の
要
因
を
考
察
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
が
技
術
に
属
す
る
仕
事
で
あ
る
の
は
、
す
で
に
誰
も
が
同
意
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

だ
が
実
情
を
見
る
に
、
「
弁
論
の
技
術
」
を
著
し
て
い
る
論
者
た
ち
）
3
（

は
、
弁
論
術
の
部
分
た
り
う
る
も
の
を
ほ
と
ん
ど
何
ひ
と
つ

提
供
し
て
こ
な
か
っ
）
4
（

た
。
と
い
う
の
も
、
た
だ
諸
々
の
「
証
し
立
て
」
だ
け
が
技
術
の
領
分
に
属
す
る
の
で
あ
っ
て
そ
れ
以
外
は
添

え
物
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
「
想
到
法
」
に
つ
い
て―

こ
れ
こ
そ
証
し
立
て
の
本
体
で
あ
る
の
に―

ま
っ
た
く
語

る
こ
と
を
せ
）
5
（

ず
、
本
題
か
ら
離
れ
た
も
の
に
労
力
の
ほ
と
ん
ど
を
割
い
て
い
る
の
だ
か
ら
。
中
傷
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
憐
れ
み
、

怒
り
な
ど
、
魂
に
惹
起
さ
れ
る
こ
の
種
の
感
情
は
、
本
題
と
は
関
係
せ
ず
、
た
だ
裁
判
員
の
受
け
を
狙
う
も
の
で
し
か
な
い
の
で
あ

る
）
6
（

が
。
し
た
が
っ
て
仮
に
、
お
よ
そ
裁
定
を
め
ぐ
る
事
情
が
お
し
な
べ
て
、
今
日
少
な
く
と
も
い
く
つ
か
の
、
そ
れ
も
統
治
の
行
き

届
い
た
国
家
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
彼
ら
は
、
語
る
べ
き
も
の
を
何
ひ
と
つ
持
ち
合
わ
せ
な

1354aa10a20
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か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
民
も
、
本
題
か
ら
離
れ
た
こ
と
を
語
ら
な
い
よ
う
法
律
で
布
告
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
現
に
法
制
化
し
て
、
こ
れ
を
禁
じ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
ま
さ
し
く
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ
ゴ
ス
法
）
7
（

廷
で
も
こ
う
し
た
措
置
が
と
ら

第
一
章

（
1
）　

ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
お
け
る
合
唱
隊
（
コ
ロ
ス
）の
歌
は
、
そ
の
旋

回
の
動
き
に
連
動
し
た
「
正
歌
」（
ス
ト
ロ
ペ
ー
）と
「
反
歌
」（
ア
ン

テ
ィ
・
ス
ト
ロ
ペ
ー
）の
一
対
で
成
り
立
っ
て
い
た
。
原
文
で
は
、

弁
論
術
（
レ
ト
リ
ケ
ー
）は
問
答
法
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）の
「
反

歌
に
あ
た
る
」
と
い
う
言
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
に
、

二
つ
の
含
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
弁
論
術
は
問
答

法
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
て
は
じ
め
て
把
握
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
こ

れ
は
以
下
（
本
章
お
よ
び
第
二
章
）で
も
強
調
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

も
う
一
点
は
、
彼
の
師
で
あ
っ
た
プ
ラ
ト
ン
が
強
く
打
ち
出
し
て
い

た
弁
論
術
批
判
に
対
す
る
、
応
答
の
意
味
合
い
で
あ
る
。
対
話
篇

『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
に
、
弁
論
術
は
技
術
の
名
に
値
せ
ず
、
せ
い
ぜ
い

「
料
理
法
の
反
歌
に
あ
た
る
も
の
」
と
難
じ
た
箇
所
が
あ
る
（465E

）
。

そ
れ
は
「
迎
合
の
一
部
門
」
で
あ
る
、
と
も
（463B

）
。
お
そ
ら
く

は
こ
う
し
た
表
現
を
念
頭
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
弁
論
術
に
つ
い

て
、
問
答
法
と
一
対
を
な
す
よ
う
な
「
技
術
」（
テ
ク
ネ
ー
）と
し
て

の
地
位
を
確
認
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
2
）　
「
議
論
の
吟
味
お
よ
び
擁
護
」
が
問
答
法
に
、
「
弁
明
お
よ
び
告

発
」
が
弁
論
術
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。
こ
の
二
つ
の
技
術
は
、

市
民
社
会
に
あ
っ
て
万
人
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
関
わ
る
こ
と
に
な

る
営
み
と
し
て
、
時
代
を
超
え
て
「
一
般
教
養
」
な
い
し
は
「
自
由

人
の
た
め
の
技
術
」（artes liberales

）の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

（
3
）　

先
行
す
る
技
術
書
に
つ
い
て
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
の
手

に
よ
っ
て
『
弁
論
術
集
成
』（Συναγω

γὴ 
τεχνῶ

ν

）と
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
本
全
集
第
一
巻
二
一
〇
頁
（
番

号77 

）お
よ
び
二
二
六
頁
（
番
号71 

）の
『
諸
技
法
の
集
成
』
）
。
一

九
世
紀
のSpengel

（1828

）
、
ま
た
二
〇
世
紀
のRaderm

acher

に
よ
っ
て
、
失
わ
れ
た
こ
の
集
成
を
再
構
築
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て

い
る
。

（
4
）　

本
章
の
「
宣
言
」
的
な
色
彩
を
考
慮
し
てRoss

の
読
み
を
と

る
。
本
章
末
の
注
（
29
）を
参
照
。

（
5
）　
「
証
し
立
て
」（
ピ
ス
テ
ィ
ス
）お
よ
び
「
想
到
法
」（
エ
ン
テ
ュ
ー

メ
ー
マ
）は
本
書
の
核
心
を
な
す
概
念
で
あ
る
。
そ
の
定
義
は
本
巻

第
二
章
で
与
え
ら
れ
る
。
補
注
Ａ
お
よ
び
Ｂ
参
照
。

（
6
）　

こ
こ
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
中
傷
」
や
、
「
憐
れ
み
」
あ
る
い

は
「
怒
り
」
に
訴
え
る
と
い
う
手
法
は
い
ず
れ
も
、
プ
ラ
ト
ン
『
パ

イ
ド
ロ
ス
』267C-D

に
お
い
て
、
カ
ル
ケ
ド
ン
の
ト
ラ
シ
ュ
マ
コ

ス
が
得
意
と
し
た
話
術
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
（A

S B 9. 6 

）
。
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れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
判
断
は
正
し
い
。
怒
り
や
妬
み
、
あ
る
い
は
憐
れ
み
へ
と
裁
判
員
を
促
し
て
丸
め
込
む
こ
と
な
ど
、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
こ
れ
か
ら
使
お
う
と
い
う
物
差
し
を
歪
ま
せ
る
に
等
し
い
の
だ
か
）
8
（

ら
。
ま
た
係

争
当
事
者
の
な
す
べ
き
は
、
事
実
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
起
き
た
の
か
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
か
を
示
す
ほ
か
に
な
い
。
こ
れ
も
は

っ
き
り
し
て
い
る
。
事
案
が
重
大
な
の
か
些
細
な
の
か
、
正
当
な
の
か
不
当
な
の
か
、
立
法
者
が
そ
れ
ら
を
規
定
し
て
い
な
い
範
囲

に
関
し
て
は
、
裁
判
員
が
そ
れ
こ
そ
自
分
で
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
係
争
当
事
者
た
ち
か
ら
教
わ
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
）
9
（

だ
。

　

さ
て
そ
こ
で
、
い
ち
ば
ん
望
ま
し
い
の
は
、
適
正
に
定
め
ら
れ
た
法
律
が
そ
れ
自
体
に
お
い
て
可
能
な
か
ぎ
り
す
べ
て
を
取
り
決

め
、
判
定
者
に
委
ね
る
部
分
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
第
一
に
、
思
慮
に
富
ん
で
立
法
や
裁
判
に
明
る
い
人

物
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
る
よ
り
も
、
一
人
な
い
し
は
幾
人
か
見
出
す
ほ
う
が
容
易
で
あ
る
か
ら
。
さ
ら
に
は
、
立
法
は
長
期
に
わ
た

り
思
案
を
尽
く
し
た
者
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
）
10
（

が
、
裁
定
は
そ
の
場
で
下
さ
れ
る
た
め
、
判
定
者
た
ち
が
首
尾
よ
く
正
し
い
こ
と
、

な
い
し
は
有
益
な
こ
と
を
結
論
づ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
か
ら
。
そ
し
て
最
大
の
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。
立
法
者
の
判
断
は
個
別
的

な
事
案
で
は
な
く
、
将
来
の
事
柄
、
普
遍
的
な
も
の
に
関
わ
る
の
に
対
し
、
議
会
参
加
者
お
よ
び
裁
判
員
は
、
い
ま
目
の
前
に
あ
る

案
件
、
特
定
の
事
情
に
つ
い
て
判
定
す
る
。
彼
ら
に
は
好
悪
の
情
、
な
い
し
は
個
人
的
な
利
害
が
結
び
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合

も
多
く
、
結
果
と
し
て
、
も
は
や
本
当
の
こ
と
を
よ
く
見
据
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
個
人
的
な
快
苦
の
念
が
判
定
に
影
を
落
と
す

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
他
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
い
ま
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
判
定
者
の
権
限
を
な
る
べ
く
最
小
限
に
抑
え
る
べ

き
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
起
き
た
の
か
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
か
、
将
来
あ
り
う
る
の
か
あ
り
え
な
い
の
か
、
現
に
あ
る
の

か
な
い
の
か
、
こ
う
し
た
問
題
は
判
定
者
た
ち
に
委
ね
る
ほ
か
な
い
。
こ
れ
ら
を
立
法
者
が
予
見
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
か
）
11
（

ら
。

　

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
他
の
諸
々
、
た
と
え
ば
「
緒
言
」
な
い
し
は
「
叙
述
」
そ
の
他
の
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
な
ど
と
規
定
し
て
い
る
よ
う
な
論
者
た
ち
が
、
本
題
か
ら
離
れ
た
こ
と
を
技
術
め
か
し
て
語
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で

a301354bb10



第 1巻　第 1章

17

あ
）
12
（

る
。
こ
れ
ら
諸
々
の
部
分
に
お
い
て
、
彼
ら
は
た
だ
、
判
定
者
を
あ
れ
こ
れ
の
心
の
状
態
に
持
っ
て
い
く
こ
と
以
外
に
は
何
ひ
と

つ
問
題
と
せ
ず
、
「
技
術
に
基
づ
く
証
し
立
）
13
（

て
」
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
示
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら―

そ
れ
こ
そ
が
、
ひ
と
が
想

到
法
に
通
じ
る
た
め
の
基
礎
で
あ
る
の
だ
が
。
つ
ま
り
は
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
議
会
案
件
と
訴
訟
案
件
と
を
扱
う
方
法
は
同
一
で

b20

（
7
）　

ア
テ
ナ
イ
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
北
西
に
位
置
す
る
ア
レ
イ
オ
ス
・

パ
ゴ
ス
（
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
）す
な
わ
ち
「
ア
レ
ス
の
丘
」
で
開
か
れ
た

評
議
会
は
貴
族
制
以
来
の
伝
統
を
有
し
、
「
法
の
番
人
」
と
し
て
公

職
の
監
査
に
当
た
っ
た
ほ
か
、
殺
人
裁
判
な
ど
重
要
案
件
を
担
っ
た
。

『
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
』
第
四
章
第
四
節
、
ま
た
第
五
七
章
を
参
照
。

（
8
）　
「
憐
れ
み
」
や
「
怒
り
」
な
ど
の
感
情
に
訴
え
る
手
法
が
こ
こ

で
は
強
く
否
定
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
第

二
巻
第
二
章
か
ら
第
一
一
章
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
を
含
む
諸
々
の
感

情
の
惹
起
な
い
し
は
解
消
の
方
法
が
、
そ
れ
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
う
し
た
表
面
上
の
「
矛
盾
」
を
ど
う
捉
え
る
か
は
、
本

書
全
体
の
解
釈
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
重
要
な
論
点
と
な
る
。
こ
の
問

題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
論
考
と
し
て
、D

ow

と
く
に
第
七
章

を
参
照
。

（
9
）　

プ
ラ
ト
ン
『
法
律
』
第
二
巻659A

に
「
い
や
し
く
も
真
の
判

定
者
で
あ
る
な
ら
、
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
劇
場
か
ら
教
わ
る
も
の

で
は
な
く
、
大
勢
の
喧
騒
や
自
身
の
無
教
養
の
せ
い
で
気
が
動
転
す

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。

（
10
）　

立
法
家
の
役
割
に
つ
い
て
は
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
一
〇

巻
第
九
章
を
参
照
。
そ
こ
で
は
「
法
は
政
治
学
の
作
品
の
よ
う
な
も

の
」
と
言
わ
れ
て
い
る
（1181b1

）
。
ま
た
、
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る

立
法
の
実
際
に
つ
い
て
は
、Gagarin

を
参
照
。

（
11
）　

こ
の
段
落
の
記
述
に
は
、
『
法
律
』
第
九
巻875A

-876E

に
お

け
る
議
論
の
反
映
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
12
）　

プ
ラ
ト
ン
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』266D

-E

に
、
当
時
の
弁
論
術
書

で
行
わ
れ
て
い
た
諸
区
分
へ
の
批
判
的
な
言
及
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
緒
言
、
叙
述
お
よ
び
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
証
言
、
証
拠
、
あ
り

そ
う
な
こ
と
、
証
し
立
て
、
補
足
的
証
し
立
て
、
さ
ら
に
は
論
駁
、

補
足
的
論
駁
、
な
ど
と
い
っ
た
区
分
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
こ

れ
は
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
の
テ
オ
ド
ロ
ス
に
よ
る
教
説
と
さ
れ
る

（A
S B 12. 5 

）
。
こ
こ
で
は
そ
れ
が
否
定
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
は
本
書
に
お
い
て
も
第
三
巻
第
一
三―

一
九
章
に
か
け
て
、

弁
論
の
諸
部
分
に
関
す
る
話
題
が
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
13
）　
「
技
術
に
基
づ
く
証
し
立
て
」
と
は
、
証
し
立
て
の
う
ち
「
探

求
を
と
お
し
て
、
か
つ
、
わ
れ
わ
れ
の
手
で
仕
立
て
る
こ
と
が
可
能

な
も
の
」
を
い
う
。
本
巻
第
二
章1355b35

以
下
を
参
照
。
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あ
る
の
に
、
ま
た
議
会
で
扱
わ
れ
る
問
題
の
ほ
う
が
契
約
を
め
ぐ
る
そ
れ
よ
り
も
、
な
お
高
尚
に
し
て
市
民
の
本
分
に
適
う
も
の
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
は
前
者
に
つ
い
て
何
も
語
ら
ず
に
、
こ
ぞ
っ
て
訴
訟
に
つ
い
て
の
技
術
を
云
々
し
よ
う
と
試
み
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
議
会
案
件
に
あ
っ
て
は
、
本
題
か
ら
離
れ
た
こ
と
を
語
っ
て
も
益
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
こ
と
、
ま
た
議
会
弁

論
は
公
共
性
が
高
い
た
め
、
法
廷
弁
論
ほ
ど
策
を
弄
す
る
余
地
が
な
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
議
会
で
は
、
判
定
者
は

自
分
た
ち
の
公
益
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
提
言
者
は
自
ら
の
主
張
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
れ
ば
そ
れ

で
よ
）
14
（

い
。
他
方
、
訴
訟
案
件
に
あ
っ
て
は
そ
れ
で
十
分
と
は
い
え
ず
、
聴
衆
を
取
り
込
む
こ
と
が
有
利
に
働
く
。
判
定
は
他
人
事
に

つ
い
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
聴
き
手
は
自
身
の
損
得
を
気
に
か
け
つ
つ
、
興
味
本
位
で
耳
を
傾
け
、
係
争
当
事
者
た
ち
の

言
う
に
委
せ
て
は
い
て
も
、
判
断
な
ど
し
て
い
な
い
の
だ
。
な
れ
ば
こ
そ
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
本
題
か
ら
離
れ
た
こ
と
を
語

る
の
を
多
く
の
地
域
で
は
法
が
禁
じ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
議
会
に
あ
っ
て
は
判
定
者
た
ち
自
ら
、
そ
の
点
に
は
十
分
に
留
意
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
技
術
に
基
づ
く
探
求
が
諸
々
の
「
証
し
立
て
」
に
関
係
す
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
以
）
15
（

上
、
ま
た
証
し
立
て
と
は
あ

る
種
の
論
証
で
あ
）
16
（

り
（
論
証
さ
れ
て
い
る
と
受
け
取
る
時
に
、
わ
れ
わ
れ
は
最
も
信
を
置
く
も
の
で
あ
る
か
ら
）
、
し
か
る
に
弁
論
術

的
な
論
証
と
は
想
到
法
の
こ
と
で
あ
り
（
そ
れ
こ
そ
が
要
す
る
に
い
ち
ば
ん
決
め
手
と
な
る
証
し
立
て
な
の
で
あ
る
が
）
、
想
到
法
と

は
あ
る
種
の
推
論
で
あ
る
以
）
17
（

上
（
お
よ
そ
推
論
の
全
般
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
は
問
答
法
の
、
全
体
と
し
て
の
、
な
い
し
は
そ
の
一

部
門
と
し
て
の
仕
事
で
あ
る
の
だ
が
）
、
推
論
が
何
に
基
づ
い
て
い
か
に
成
立
す
る
か
を
最
も
よ
く
考
察
し
う
る
者
こ
そ
が
、
想
到

法
に
い
ち
ば
ん
精
通
し
た
者
と
な
る
に
違
い
な
い―

想
到
法
が
い
か
な
る
事
柄
に
関
わ
り
、
ま
た
論
理
的
な
推
論
と
ど
う
異
な
る

の
か
を
会
得
し
た
場
合
に
）
18
（

は
。
す
な
わ
ち
、
真
実
を
考
察
す
る
の
も
真
実
に
似
た
も
の
を
考
察
す
る
の
も
同
じ
能
力
に
属
し
、
さ
ら

に
は
ま
た
、
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
本
当
の
こ
と
を
目
指
す
力
を
備
え
て
お
り
、
多
く
の
場
合
、
真
理
に
行
き
当
た
り
も
す
）
19
（

る
。

b301355aa10
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ゆ
え
に
、
一
般
的
な
通
念
に
つ
い
て
推
し
量
る
の
は
、
真
理
を
目
指
す
の
と
同
種
の
力
を
備
え
た
者
の
仕
事
と
な
る
の
で
あ
）
20
（

る
。
以

（
14
）　

じ
っ
さ
い
後
代
の
弁
論
術
書
に
あ
っ
て
も
、
議
会
弁
論
は
装
飾

的
な
要
素
か
ら
最
も
縁
遠
く
、
緒
言
な
ど
も
不
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

ク
イ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
『
弁
論
家
の
教
育
』
第
三
巻
第
八
章
の
議
論

（
と
く
に
第
五
九
お
よ
び
第
六
二
節
）を
参
照
。

（
15
）　

弁
論
術
は
「
説
得
」
に
関
わ
る
が
、
説
得
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ

聴
衆
の
「
納
得
」
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
を
技
術
と
し
て
追
求
す
る

た
め
に
は
、
聴
衆
が
そ
こ
に
信
を
置
く
当
の
も
の
、
す
な
わ
ち
諸
々

の
「
証
し
立
て
」
を
用
意
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
16
）　
「
論
証
」（
ア
ポ
デ
イ
ク
シ
ス
）と
は
厳
密
に
は
、
特
定
の
学
問
領

域
に
お
い
て
、
そ
の
学
に
固
有
の
原
理
を
出
発
点
と
し
て
、
普
遍
的

に
妥
当
す
る
ひ
と
つ
の
結
論
を
導
く
操
作
を
指
す
。
こ
れ
は
『
分
析

論
後
書
』
第
一
巻
第
二
章
の
記
述
に
詳
し
い
。
こ
こ
で
は
「
あ
る
種

0

0

0

の0

論
証
」（ἀπόδειξίς τις

）と
い
う
限
定
さ
れ
た
言
い
方
が
な
さ
れ

て
お
り
、
聴
衆
が
納
得
す
る
よ
う
な
「
証
し
」
を
用
意
す
る
こ
と
が
、

広
い
意
味
で
の
論
証
的
な
操
作
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

（
17
）　
「
推
論
」（
シ
ュ
ロ
ギ
ス
モ
ス
）と
は
「
通
念
」
な
い
し
は
「
一
般

に
承
認
さ
れ
た
見
解
」
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ら
か
ら
必
然
的
に
帰
結

す
る
よ
う
な
ひ
と
つ
の
結
論
を
導
く
操
作
で
あ
る
（
こ
の
う
ち
出
発

点
と
な
る
命
題
が
真
な
る
原
理
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
推
論
は
「
論

証
」（
ア
ポ
デ
イ
ク
シ
ス
）と
な
る
）
。
『
ト
ポ
ス
論
』
第
一
巻
第
一
章

100a25-b23

を
参
照
。
以
下
で
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
、
推
論
を
扱

う
こ
と
は
問
答
法
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）と
い
う
営
み
の
中
核
を

な
す
。
こ
こ
で
、
弁
論
術
に
お
け
る
「
証
し
立
て
の
本
体
」（
本
章

1354a15

）と
も
呼
ば
れ
る
「
想
到
法
」（
エ
ン
テ
ュ
ー
メ
ー
マ
）は

「
あ
る
種
の
推
論
」
と
規
定
さ
れ
る
。
本
書
冒
頭
に
い
う
「
弁
論
術

は
問
答
法
と
呼
応
す
る
関
係
に
あ
る
」
と
い
う
文
言
は
、
こ
れ
に
よ

っ
て
実
質
的
な
裏
打
ち
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

（
18
）　

こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
論
理
的
な
推
論
」
と
は
、
問
答
法
の
本
来

的
な
あ
り
方
に
即
し
た
推
論
を
指
す
。

（
19
）　
『
形
而
上
学
』
α
巻
第
一
章993a30

以
下
に
、
真
理
を
端
的
に

言
い
あ
て
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
か
と
い
っ
て
誰
も
が
ま
っ
た

く
そ
れ
に
与
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
各
人
は
何
ら
か
本

質
的
な
こ
と
を
語
り
う
る
も
の
だ
、
と
い
う
趣
旨
の
記
述
が
あ
る
。

（
20
）　
「
通
念
（
一
般
に
承
認
さ
れ
た
見
解
）
」（
エ
ン
ド
ク
サ
）を
出
発
点

と
し
て
議
論
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
弁
論
術
も
問
答
法
も
同
じ
で

あ
る
が
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
問
い
手
の
提
起
す
る
前
提
命
題
を
答

え
手
の
側
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
承
認
し
、
議
論
を
進
め
て
い
く
。
こ
う

し
た
営
み
に
心
得
の
あ
る
者
が
、
大
衆
を
相
手
に
し
た
説
得
の
あ
り

方
に
も
通
じ
る
の
は
明
ら
か
だ
と
い
う
こ
と
。
な
お
プ
ラ
ト
ン
『
パ

イ
ド
ロ
ス
』273D

に
、
「
真
実
へ
の
類
似
を
最
も
よ
く
発
見
す
る

こ
と
の
で
き
る
の
は
、
い
つ
の
場
合
で
も
、
真
実
そ
の
も
の
を
知
っ

て
い
る
者
な
の
だ
」
と
あ
る
。
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上
、
他
の
論
者
が
本
題
か
ら
離
れ
た
こ
と
を
技
術
め
か
し
て
語
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
彼
ら
が
何
ゆ
え
法
廷
弁
論
に
傾
倒
す
る
の
か

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

だ
が
、
弁
論
術
は
有
用
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
ま
ず
、
本
当
の
こ
と
お
よ
び
正
し
い
こ
と
は
本
来
的
に
そ
れ
ら
の
反
対
よ
り
も
強

い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
定
が
し
か
る
べ
く
下
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
必
ず
や
本
当
の
こ
と
や
正
し
い
こ
と
が
そ
の
反
対

の
も
の
に
よ
っ
て
負
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）
21
（

が
、
こ
れ
は
非
難
に
値
す
る
こ
と
な
の
だ
。
第
二
に
、
こ
ち
ら
が
い
く
ら
精
緻
な
知
識

を
持
っ
て
い
て
も
、
相
手
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
を
も
と
に
語
っ
た
の
で
は
説
得
も
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
学
知

に
基
づ
く
言
説
は
教
育
に
属
す
る
が
、
こ
の
際
そ
れ
は
通
用
せ
ず
、
一
般
性
の
あ
る
事
柄
に
よ
っ
て
証
し
立
て
を
用
意
し
つ
つ
、
弁

論
を
行
う
ほ
か
に
な
い
。
こ
れ
は
『
ト
ポ
ス
論
』
に
お
い
て
、
大
衆
向
け
の
討
論
に
関
し
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
）
22
（

る
。
第
三
に
、
相

反
す
る
も
の
を
説
得
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
点
が
あ
り
、
こ
れ
は
〔
問
答
法
に
お
け
る
〕諸
々
の
推
論
の
場
合
と
同
様
で
あ

る
。
そ
の
意
図
は
、
両
方
を
等
し
く
説
得
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
（
低
劣
な
こ
と
を
説
得
す
べ
き
で
は
な
い
か
ら
）
、
む
し
ろ

事
の
実
情
が
見
過
ご
さ
れ
ぬ
よ
う
、
そ
し
て
誰
か
が
議
論
を
不
正
に
用
い
て
い
る
場
合
に
、
わ
れ
わ
れ
自
ら
こ
れ
を
論
駁
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
じ
つ
に
、
他
の
技
術
は
い
ず
れ
も
、
相
反
す
る
も
の
を
推
論
に
よ
っ
て
帰
結
さ
せ
た
り
は
し
な
い
の
で
あ

る
が
、
問
答
法
と
弁
論
術
だ
け
は
こ
れ
を
行
う
。
両
者
と
も
、
相
反
す
る
も
の
を
同
等
に
扱
う
の
で
あ
）
23
（

る
。
と
は
い
え
、
対
象
と
さ

れ
る
事
柄
の
実
情
は
等
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
正
し
い
こ
と
お
よ
び
優
れ
た
こ
と
の
ほ
う
が
お
の
ず
と
推
論
に
向
い
て
お
り
、
要
す

る
に
、
よ
り
説
得
的
な
の
で
あ
る
。
以
上
に
加
え
て
、
身
体
で
自
分
を
守
れ
な
い
の
は
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
の
に
、
言
葉
で
そ
れ

が
で
き
な
く
て
も
恥
辱
に
は
あ
た
ら
な
い
、
な
ど
と
い
う
の
も
お
か
し
な
話
で
あ
る
。
言
語
の
使
用
こ
そ
、
肉
体
を
使
う
こ
と
よ
り

も
は
る
か
に
人
間
に
固
有
の
営
み
な
の
だ
か
）
24
（

ら
。
な
お
、
弁
論
の
こ
う
し
た
力
を
不
正
に
用
い
れ
ば
多
大
な
害
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
徳
を
除
く
諸
々
の
善
い
も
の
、
と
り
わ
け
有
用
性
の
高
い
も
の
に
対
し
て
、
少
な
く
と
も
共
通
に
あ
て
は

a20a301355b
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ま
る
指
摘
で
あ
る
。
た
と
え
ば
腕
力
、
健
康
、
財
力
、
軍
事
統
率
力
、
こ
れ
ら
を
正
し
く
用
い
る
な
ら
ば
大
い
に
有
益
で
あ
る
が
、

不
正
に
使
用
す
れ
ば
害
を
生
む
だ
ろ
う
か
）
25
（

ら
。

　

以
上
、
弁
論
術
が
何
か
限
定
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
類
に
属
す
る
営
み
で
は
な
く
、
問
答
法
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
有

用
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
ま
た
、
弁
論
術
の
仕
事
は
「
説
得
す
る
こ
と
」
で
は
な
く
、
「
個
々
の
事
例
に
関
し
て
、
そ
こ

に
存
す
る
説
得
的
な
も
の
を
見
出
す
こ
と
」
で
あ
る
に
違
い
な
）
26
（

い
。
こ
れ
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
技
術
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
医
術
の
な
す
べ
き
は
、
健
康
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
水
準
に
ま
で
導
く
こ
と
で
あ
る
。
健
康
の
回
復
が
見

b10

（
21
）　K

assel

の
示
すδιʼ 

αὑτὸν

を
読
む
と
、
真
実
が
「
係
争
当
事

者
自
身
の
せ
い
で
」
負
か
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
に
な
る
。
そ
の
問
題

点
に
つ
い
て
は
拙
論
（
堀
尾2012
）を
参
照
。

（
22
）　
『
ト
ポ
ス
論
』
第
一
巻
第
二
章101a30

参
照
。

（
23
）　

こ
れ
は
、
対
立
す
る
意
見
を
そ
れ
と
し
て
認
め
、
一
定
の
敬
意

を
払
う
と
い
う
精
神
態
度
を
養
う
た
め
の
訓
練
と
な
る
。
問
答
法
お

よ
び
弁
論
術
が
市
民
社
会
に
お
い
て
「
自
由
人
の
た
め
の
技
術
」
と

さ
れ
る
理
由
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
、
こ
こ
に
存
す
る
だ
ろ
う
。
一

定
の
「
論
題
」
を
め
ぐ
っ
て
「
正
」（
プ
ロ
）と
「
反
」（
コ
ン
ト
ラ
）双

方
の
立
場
か
ら
論
じ
る
こ
と
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
が
奨
励
し

た
教
育
法
で
あ
る
と
い
う
（
キ
ケ
ロ
『
弁
論
家
』
第
一
四
章
第
四
六

節
）
。

（
24
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
政
治
学
』
第
一
巻
第
二
章1253a9-
18

で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）　

プ
ラ
ト
ン
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』456C

以
下
で
、
対
話
者
で
あ
る

ゴ
ル
ギ
ア
ス
が
拳
闘
を
例
に
同
様
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
技
術

を
悪
用
す
る
者
は
た
し
か
に
い
る
が
、
そ
れ
は
正
し
く
用
い
な
い
者

の
責
任
で
あ
っ
て
、
そ
の
技
術
を
教
え
る
者
、
あ
る
い
は
技
術
そ
の

も
の
の
罪
で
は
な
い
、
と
。
そ
の
答
え
に
も
う
一
方
の
対
話
者
ソ
ク

ラ
テ
ス
は
け
っ
し
て
満
足
し
な
い―

つ
ま
り
こ
の
点
で
、
プ
ラ
ト

ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
見
解
を
違
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お

「
健
康
」
を
不
正
に
用
い
る
と
は
、
た
と
え
ば
そ
の
た
め
に
人
間
的

な
営
み
を
過
度
に
抑
制
す
る
よ
う
な
姿
勢
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。

本
巻
第
五
章1361b4

以
下
を
参
照
。

（
26
）　
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』453A

に
お
い
て
「
説
得
の
職
人
」
と
揶
揄

さ
れ
る
と
お
り
、
シ
ケ
リ
ア
島
に
起
こ
っ
た
弁
論
術
は
「
何
で
も
説

得
で
き
る
術
」
と
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
結
果
に
焦
点
を
絞
る
営
み
と
受

け
取
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
定
義
は
、
従
来
の
理
解

と
は
一
線
を
画
し
、
弁
論
術
に
一
定
の
「
技
術
」（
テ
ク
ネ
ー
）と
し

て
の
地
位
を
担
保
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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込
め
な
い
患
者
に
つ
い
て
も
な
お
、
立
派
に
看
病
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
か
ら
。
加
え
て
、
「
説
得
的
な
も
の
」
を
考
察
す
る
の

も
「
見
せ
か
け
の
説
得
的
な
も
の
」
を
考
察
す
る
の
も
同
じ
く
弁
論
術
の
仕
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
問
答
法
に
関
し
て
も
「
推
論
」

と
「
見
せ
か
け
の
推
論
」
と
が
あ
る
の
に
呼
応
す
る―

ソ
フ
ィ
ス
ト
術
と
は
、
能
力
で
は
な
く
意
図
の
う
ち
に
存
す
る
も
の
で
あ

る
か
）
27
（

ら
。
た
だ
、
弁
論
術
に
お
い
て
は
知
識
に
よ
る
に
せ
よ
意
図
に
よ
る
に
せ
よ
同
じ
く
弁
論
家
で
あ
る
が
、
問
答
法
に
お
い
て
は
、

意
図
に
よ
る
の
が
ソ
フ
ィ
ス
ト
、
意
図
で
は
な
く
能
力
に
立
脚
す
る
の
が
問
答
法
に
通
じ
た
者
、
と
い
う
こ
と
に
な
）
28
（

る
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
探
求
の
方
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
何
に
立
脚
す
れ
ば
所
期
の
課
題
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
を
論
じ
て
み
た
い
。
そ
こ
で
、
弁
論
術
と
は
何
か
、
こ
れ
を
い
わ
ば
一
か
ら
定
義
し
直
し
た
う
え
で
、
そ
の
先
を
語
る

こ
と
に
し
よ
）
29
（

う
。

第　

二　

章

　

弁
論
術
と
は
、
個
々
の
事
例
に
関
し
て
説
得
に
資
す
る
か
ぎ
り
の
も
の
を
考
察
す
る
能
力
で
あ
る
、
と
し
て
お
こ
）
1
（

う
。
じ
っ
さ
い
、

こ
れ
は
他
の
い
か
な
る
技
術
に
も
属
さ
な
い
仕
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
の
技
術
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
術
に
と
っ
て
の
課
題
に
関

す
る
教
授
法
で
あ
り
説
得
の
術
で
あ
る―

た
と
え
ば
医
術
は
健
康
お
よ
び
病
に
つ
い
て
、
ま
た
幾
何
学
は
大
き
さ
に
付
随
す
る

諸
々
の
性
質
に
つ
い
て
、
算
術
は
数
に
つ
い
て
、
そ
の
他
の
技
術
お
よ
び
学
知
も
同
様
に
。
と
こ
ろ
が
弁
論
術
は
、
い
わ
ば
任
意
の

課
題
に
つ
い
て
説
得
的
な
も
の
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
ゆ
え
に
こ
こ
で
も
、
こ
の
術
は
何
か
限
定
さ
れ

た
固
有
の
類
に
関
わ
る
技
術
領
域
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
証
し
立
て
の
う
ち
に
は
「
技
術
に
基
づ
く
」
も
の
と
「
技
術
に
よ
ら
な
い
」
も
の
と
が
あ
る
。
技
術
に
よ
ら
な
い
証
し
立

（1355b）b20b30


